
 

                       薬生発 0825第２号  

令和５年８月 25日  

 

 

公益社団法人日本医師会 会長 殿 

 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局長 

（ 公  印  省  略 ） 

 

 

国家戦略特別区域法及び構造改革特別区域法の一部を改正する法律等の 

施行等について（オンライン服薬指導関係） 

 

 

 

 今般、国家戦略特別区域法及び構造改革特別区域法の一部を改正する法律（令和５年法

律第20号）及び厚生労働省関係構造改革特別区域法施行規則及び厚生労働省関係国家戦略

特別区域法施行規則の一部を改正する省令（令和５年厚生労働省令第104号）の公布・施行

を踏まえ、「国家戦略特別区域法における医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性

の確保等に関する法律の特例の施行等について」（平成29年11月10日付け薬生発1110第２

号厚生労働省医薬・生活衛生局長通知。令和元年９月30日最終改正。）を廃止する旨等

を、別添写しのとおり、都道府県知事等宛てに通知しましたので、御了知のほどお願いい

たします。 

 

 

 



 

薬生発 0825第１号  

令和５年８月 25日  

 

 

各           殿 

 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局長 

（ 公  印  省  略 ）  

 

 

国家戦略特別区域法及び構造改革特別区域法の一部を改正する法律等の

施行等について（オンライン服薬指導関係） 

 

 

 

医薬行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等

の一部を改正する法律（令和元年法律第 63 号）により、医薬品、医療機器等の

品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和 35 年法律第 145 号）第９

条の４第１項において、映像及び音声の送受信により相手の状態を相互に認識し

ながら通話をすることが可能な方法その他の方法により薬剤の適正な使用を確

保することが可能であると認められる方法として厚生労働省令で定めるものに

よる服薬指導（以下「オンライン服薬指導」という。）が可能とされ、国家戦略

特別区域法（平成 25 年法律第 107 号。以下「国家戦略特区法」という。）第 20

条の５の規定による国家戦略特別区域処方箋薬剤遠隔指導事業（以下「薬剤遠隔

指導事業」という。）が不要となったところです。 

このような状況を踏まえて公布された国家戦略特別区域法及び構造改革特別

区域法の一部を改正する法律（令和５年法律第 20 号。以下「改正法」という。

）により、国家戦略特区法第 20 条の５における薬剤遠隔指導事業に係る規定が

削除され、本年９月１日から施行される予定です。あわせて、改正法の公布に伴

い、厚生労働省関係構造改革特別区域法施行規則及び厚生労働省関係国家戦略特

別区域法施行規則の一部を改正する省令（令和５年厚生労働省令第 104 号）が本

日公布されたところです。 

上記の改正に伴い、「国家戦略特別区域法における医薬品、医療機器等の品質

、有効性及び安全性の確保等に関する法律の特例の施行等について」（平成 29 年

11 月 10 日付け薬生発 1110 第２号厚生労働省医薬・生活衛生局長通知。令和元

都 道 府 県 知 事 

保 健所 設 置 市 長 

特 別 区 長 

○写  



年９月 30 日最終改正。）は廃止することとしますので、ご承知おきいただきます

よう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、上記の改正法については、参議院地方創生及びデジタル社会の形成等に

関する特別委員会において、「過疎地・中山間地での対応等のためにオンライン

服薬指導を一層促進するに当たっては、普段からの薬剤師との対面のコミュニケ

ーションが重要であることを念頭に置き、薬剤師による薬学的見地からの評価・

考察、患者の体調や年齢等に合わせた投薬調整、多剤投与の調整、処方箋の偽造

対策、医薬品の配送料負担への考慮等に十分留意すること。」との附帯決議が付

されています。この趣旨を踏まえつつ、「オンライン服薬指導の実施要領につい

て」（令和４年９月 30 日付け薬生発 0930 第１号厚生労働省医薬・生活衛生局長

通知）について改めて周知を図るとともに、適切な指導を行っていただきますよ

う、重ねてお願い申し上げます。 

 

以上 

 

 

 



○
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
号

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
二
十
号
）
の
施
行
に
伴

い
、
厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
及
び
厚
生
労
働
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
及
び
厚
生
労
働
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

（
厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
狂
犬
病
予
防
法
施
行
規
則
を
適
用
す
る
場
合
の
読
替
え
等
）

（
狂
犬
病
予
防
法
施
行
規
則
を
適
用
す
る
場
合
の
読
替
え
等
）

第
三
条

法
別
表
第
十
二
号
の
市
町
村
に
よ
る
狂
犬
病
予
防
員
任
命
事
業
に
つ

第
三
条

法
別
表
第
十
三
号
の
市
町
村
に
よ
る
狂
犬
病
予
防
員
任
命
事
業
に
つ

い
て
の
狂
犬
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
十
二
号

い
て
の
狂
犬
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
十
二
号

）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
十
四
条
中
「
法
第
六
条
第
二
項
」

）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
十
四
条
中
「
法
第
六
条
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号

と
あ
る
の
は
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号

）
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
六
条

）
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
六
条

第
二
項
」
と
、
同
令
第
十
五
条
中
「
法
第
六
条
第
七
項
（
法
第
十
八
条
第
二

第
二
項
」
と
、
同
令
第
十
五
条
中
「
法
第
六
条
第
七
項
（
法
第
十
八
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
条
第
七

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
条
第
七

項
」
と
、
同
令
別
記
様
式
第
六
中
「都

道
府
県
名

」
と
あ
る
の
は
「市

町
村

項
」
と
、
同
令
別
記
様
式
第
六
中
「都

道
府
県
名

」
と
あ
る
の
は
「市

町
村

名

」
と
す
る
。

名

」
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）



別
記
様
式
（
裏
面
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



裏 面 
 

こ
の
証
票
を
携
帯
す
る
者
は
、
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
狂
犬
病
予
防
法
の
特

例
と
し
て
狂
犬
病
予
防
員
の
事
務
を
行
う
者
で
、
そ
の
関
係
条
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

  
構
造
改
革
特
別
区
域
法
抜
す
い 

第
二
十
二
条 

市
町
村
（
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
政
令
で
定
め
る
市
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
第
十
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
そ
の
設

定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
に
お
け
る
狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号
）
第

三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
狂
犬
病
予
防
員
（
次
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
知
事
任
命
予
防
員
」
と
い
う
。
）

の
数
が
当
該
市
町
村
の
区
域
の
範
囲
に
比
し
て
少
な
い
こ
と
か
ら
狂
犬
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
に

は
同
法
第
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
七
項
及
び
第
九
項
並
び
に
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
事

務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
犬
の
抑
留
に
係
る
事
務
」
と
い
う
。
）
を
当
該
市
町
村
が
自
ら
行
う
必

要
が
あ
る
と
認
め
て
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の

日
以
後
は
、
当
該
市
町
村
の
長
は
、
同
法
第
三
条
第
一
項
、
第
六
条
及
び
第
二
十
一
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
当
該
市
町
村
の
職
員
で
獣
医
師
で
あ
る
も
の
の
う
ち
か
ら
狂
犬
病
予
防
員
を
任
命
し
、
犬
の

抑
留
に
係
る
事
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

狂
犬
病
予
防
法
第
三
条
第
二
項
、
第
六
条
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
長
の
任
命
を
受
け
た
狂
犬
病
予
防
員
（
次
項
に
お
い
て
「
市
町
村

長
任
命
予
防
員
」
と
い
う
。
）
を
都
道
府
県
知
事
任
命
予
防
員
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

法
第
六
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律

第
百
八
十
九
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
市
町
村
（
第
五
項
及
び
第
十
項

並
び
に
第
二
十
一
条
に
お
い
て
「
認
定
市
町
村
」
と
い
う
。
）
の
長
」
と
、
同
条
第
五
項
及
び
同
法
第

二
十
一
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
認
定
市
町
村
の
長
」
と
、
同
法
第
六
条
第
十
項
中
「
都

道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
認
定
市
町
村
」
と
、
同
法
第
二
十
一
条
中
「
当
該
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
認
定
市
町
村
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

（
略
） 

  

狂
犬
病
予
防
法
抜
す
い 

第
三
条 

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
職
員
で
獣
医
師
で
あ
る
も
の
の
う
ち
か
ら
狂
犬
病
予
防

員
（
以
下
「
予
防
員
」
と
い
う
。
）
を
任
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

予
防
員
は
、
そ
の
事
務
に
従
事
す
る
と
き
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
を
携
帯
し
、
関
係
人
の
求
め

に
よ
り
こ
れ
を
呈
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 



（
厚
生
労
働
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

厚
生
労
働
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
削
る
）

第
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で

削
除

（
薬
剤
遠
隔
指
導
等
の
基
準
）

（
削
る
）

第
三
十
条

法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
が
、
薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
画
面
を
有
す
る
と
と
も
に
、
鮮
明
な
映
像
及
び
明
瞭
な
音
声
を
送
受

信
す
る
性
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

二

テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
が
、
薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
行
う
間
に
送
受
信
さ
れ

た
映
像
及
び
音
声
を
記
録
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

（
薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
行
わ
せ
る
場
合
）

（
削
る
）

第
三
十
一
条

法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

場
合
は
、
特
定
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
等
利
用
者
か
ら
の
薬
剤
遠
隔
指
導
等

を
希
望
す
る
旨
の
申
出
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

特
定
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
等
利
用
者
の
居
住
す
る
地
域
に
お
け
る
薬

剤
師
の
数
及
び
薬
局
の
数
が
少
な
く
、
薬
局
と
当
該
特
定
処
方
箋
薬
剤
遠

隔
指
導
等
利
用
者
の
居
住
す
る
場
所
と
の
間
の
距
離
が
相
当
程
度
長
い
場

合
又
は
通
常
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な
場
合

二

特
定
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
等
利
用
者
又
は
薬
局
開
設
者
の
事
情
に
よ

り
、
薬
局
開
設
者
が
、
そ
の
薬
局
に
お
い
て
薬
剤
の
販
売
又
は
授
与
に
従

事
す
る
薬
剤
師
に
、
対
面
に
よ
り
、
特
定
処
方
箋
に
よ
り
調
剤
さ
れ
た
薬

剤
の
適
正
な
使
用
の
た
め
の
情
報
の
提
供
及
び
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指

導
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満

た
す
場
合

イ

薬
局
開
設
者
が
、
そ
の
薬
局
に
お
い
て
薬
剤
の
販
売
又
は
授
与
に
従



事
す
る
薬
剤
師
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
対
面
に
よ
り
、
当
該
特
定
処
方
箋

薬
剤
遠
隔
指
導
等
利
用
者
に
対
し
て
薬
剤
の
適
正
な
使
用
の
た
め
の
情

報
の
提
供
及
び
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
を
行
わ
せ
て
い
る
こ
と
。

ロ

薬
局
開
設
者
が
、
そ
の
薬
局
に
お
い
て
薬
剤
の
販
売
又
は
授
与
に
従

事
す
る
薬
剤
師
に
、
特
定
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
等
利
用
者
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
服
薬
指
導
計
画
を
、
当
該
特
定
処
方
箋
薬

剤
遠
隔
指
導
等
利
用
者
の
同
意
を
得
て
策
定
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
計
画

に
従
い
薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
。

⑴

薬
剤
遠
隔
指
導
等
で
取
り
扱
う
薬
剤
の
種
類
及
び
そ
の
授
受
の
方

法
に
関
す
る
事
項

⑵

薬
剤
遠
隔
指
導
等
並
び
に
対
面
に
よ
る
薬
剤
の
適
正
な
使
用
の
た

め
の
情
報
の
提
供
及
び
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
の
組
合
せ
に
関

す
る
事
項

⑶

薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
関
す
る
事
項

⑷

そ
の
他
薬
剤
遠
隔
指
導
等
に
お
い
て
必
要
な
事
項

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
事
業
の
要
件
）

（
削
る
）

第
三
十
二
条

法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

国
家
戦
略
特
別
区
域
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
事
業
を
適
切
に
実
施
す
る

た
め
に
必
要
な
業
務
に
関
す
る
手
順
を
定
め
た
手
順
書
を
作
成
し
、
当
該

手
順
書
に
従
い
業
務
を
行
う
こ
と
。

二

薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
特
定
処
方

箋
に
記
載
さ
れ
る
事
項
の
ほ
か
、
特
定
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
等
利
用
者

の
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
及
び
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先
並
び
に
特

定
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
等
利
用
者
が
薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
受
け
た
い
旨

を
確
認
す
る
こ
と
。

三

テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
故
障
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
薬
剤
遠
隔
指
導
等

の
方
法
が
第
三
十
条
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
場
合
そ

の
他
薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
が
生
じ
た
場

合
は
、
速
や
か
に
薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
中
止
す
る
こ
と
。



四

特
定
処
方
箋
に
よ
り
調
剤
さ
れ
た
薬
剤
の
使
用
に
よ
る
保
健
衛
生
上
の

危
害
の
発
生
及
び
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
緊
急
時
に
お
け
る
特
定
処
方

箋
を
交
付
し
た
医
師
又
は
歯
科
医
師
が
勤
務
す
る
病
院
又
は
診
療
所
そ
の

他
の
関
係
医
療
機
関
（
次
条
に
お
い
て
「
関
係
医
療
機
関
」
と
い
う
。
）

と
の
連
絡
体
制
及
び
対
応
の
手
順
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

五

薬
剤
遠
隔
指
導
等
に
従
事
す
る
者
が
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
操
作
の

方
法
そ
の
他
薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識

及
び
技
能
を
習
得
し
て
い
る
こ
と
。

（
特
定
区
域
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
措
置
）

（
削
る
）

第
三
十
三
条

法
第
二
十
条
の
五
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
措
置
は

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
実
施
す
る
薬
局

及
び
関
係
医
療
機
関
に
対
す
る
当
該
情
報
の
適
切
な
提
供
を
行
う
こ
と
。

イ

特
定
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
等
利
用
者
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日

、
住
所
及
び
電
話
番
号
並
び
に
当
該
特
定
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
等
利

用
者
に
係
る
特
定
処
方
箋
に
よ
り
調
剤
さ
れ
た
薬
剤
の
種
類
そ
の
他
特

定
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
等
利
用
者
が
受
け
て
い
る
薬
剤
遠
隔
指
導
等

に
関
す
る
事
項

ロ

薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
実
施
す
る
薬
局
及
び
関
係
医
療
機
関
の
緊
急
時

の
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先

二

薬
剤
遠
隔
指
導
等
に
係
る
特
定
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
等
利
用
者
か
ら

の
相
談
に
応
じ
、
薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
実
施
す
る
薬
局
及
び
関
係
医
療
機

関
へ
の
連
絡
そ
の
他
の
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
。

三

当
該
特
定
区
域
内
に
お
い
て
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
処
方
箋
薬
剤
遠
隔

指
導
事
業
の
実
施
に
伴
う
保
健
衛
生
上
の
影
響
に
関
す
る
情
報
の
収
集
を

行
う
こ
と
。

四

特
定
処
方
箋
に
よ
り
調
剤
さ
れ
た
薬
剤
の
使
用
に
よ
る
保
健
衛
生
上
の

危
害
の
発
生
及
び
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
前
条
第
四
号
に
掲
げ
る
整
備

に
係
る
支
援
を
行
う
こ
と
。



（
法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
の
登
録
の
申
請
）

（
削
る
）

第
三
十
四
条

法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
（
同
項
に
規
定

す
る
登
録
を
い
う
。
第
三
十
七
条
、
第
三
十
八
条
第
二
号
、
第
四
十
条
第
二

号
、
第
四
十
一
条
第
二
号
及
び
第
四
十
四
条
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ

。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
薬
局
開
設
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
法
第
二
十
条
の

五
第
三
項
に
規
定
す
る
申
請
書
及
び
添
付
書
類
を
そ
の
薬
局
の
所
在
地
の
都

道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
二
十
条
の
五
第
三
項
の
申
請
書
の
添
付
書
類
）

（
削
る
）

第
三
十
五
条

法
第
二
十
条
の
五
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
添
付
書

類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

薬
局
開
設
の
許
可
証
の
写
し

二

薬
局
に
お
い
て
使
用
す
る
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
仕
様
を
明
ら
か
に
す

る
書
類

三

第
三
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
手
順
書

四

第
三
十
二
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を

証
す
る
書
類

五

特
定
処
方
箋
に
よ
り
調
剤
さ
れ
た
薬
剤
の
副
作
用
そ
の
他
の
事
由
に
よ

る
も
の
と
疑
わ
れ
る
症
状
の
発
現
状
況
の
収
集
方
法

（
法
第
二
十
条
の
五
第
三
項
第
五
号
の
申
請
書
の
記
載
事
項
）

（
削
る
）

第
三
十
六
条

法
第
二
十
条
の
五
第
三
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
そ
の
薬
局
の
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先
と
す
る
。

（
法
第
二
十
条
の
五
第
六
項
の
登
録
の
更
新
）

（
削
る
）

第
三
十
七
条

法
第
二
十
条
の
五
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
更
新
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
及
び
薬
局
開
設

の
許
可
証
を
そ
の
薬
局
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の

氏
名



二

そ
の
薬
局
の
名
称
及
び
住
所
地

三

そ
の
行
お
う
と
す
る
事
業
の
内
容
及
び
そ
の
実
施
方
法

四

法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
氏
名

五

そ
の
薬
局
の
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先

（
法
第
二
十
条
の
五
第
九
項
の
変
更
登
録
の
申
請
）

（
削
る
）

第
三
十
八
条

法
第
二
十
条
の
五
第
九
項
の
変
更
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
登

録
薬
局
開
設
者
（
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
登
録
薬
局
開
設
者
を
い
う
。
第

四
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
申
請
書
を
そ
の
薬
局
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
第
三
十
五
条
各
号
に
掲

げ
る
書
類
の
変
更
を
伴
う
と
き
は
、
当
該
変
更
後
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の

氏
名

二

登
録
及
び
そ
の
更
新
の
年
月
日

三

変
更
の
内
容

四

変
更
の
理
由

五

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

（
法
第
二
十
条
の
五
第
九
項
の
変
更
登
録
を
要
し
な
い
軽
微
な
変
更
）

（
削
る
）

第
三
十
九
条

法
第
二
十
条
の
五
第
九
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
軽
微
な

変
更
は
、
そ
の
薬
局
の
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先
の
変
更
と
す
る
。

（
法
第
二
十
条
の
五
第
十
一
項
の
変
更
の
届
出
）

（
削
る
）

第
四
十
条

法
第
二
十
条
の
五
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
当

該
変
更
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を

そ
の
薬
局
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
第
三
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
変
更

を
伴
う
と
き
は
、
当
該
変
更
後
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の



氏
名

二

登
録
及
び
そ
の
更
新
の
年
月
日

三

変
更
の
内
容

四

変
更
の
理
由

五

変
更
の
年
月
日

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
事
業
の
廃
止
の
届
出
）

（
削
る
）

第
四
十
一
条

登
録
薬
局
開
設
者
は
、
登
録
事
業
（
法
第
二
十
条
の
五
第
十
三

項
に
規
定
す
る
登
録
事
業
を
い
う
。
第
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
届
出
書
を
そ
の
薬
局
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の

氏
名

二

登
録
及
び
そ
の
更
新
の
年
月
日

三

廃
止
の
理
由

四

廃
止
の
年
月
日

（
法
第
二
十
条
の
五
第
十
五
項
の
映
像
及
び
音
声
の
基
準
）

（
削
る
）

第
四
十
二
条

法
第
二
十
条
の
五
第
十
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

は
、
薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
可
能
な
鮮
明
な
映
像
及
び
明

瞭
な
音
声
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
薬
剤
遠
隔
指
導
等
に
関
す
る
事
項
等
の
記
録
及
び
保
存
）

（
削
る
）

第
四
十
三
条

登
録
薬
局
開
設
者
は
、
法
第
二
十
条
の
五
第
十
六
項
の
規
定
に

よ
る
記
録
を
、
薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
行
わ
せ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
業
の
実
施
状
況
の
報
告
）

（
削
る
）

第
四
十
四
条

法
第
二
十
条
の
五
第
十
七
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間

は
、
六
月
と
す
る
。



２

法
第
二
十
条
の
五
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
登
録
事
業
の
開
始

の
日
か
ら
六
月
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
作
成
し

、
そ
の
薬
局
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の

氏
名

二

薬
局
の
名
称

三

薬
局
の
所
在
地

四

登
録
及
び
そ
の
更
新
の
年
月
日

五

特
定
処
方
箋
薬
剤
遠
隔
指
導
等
利
用
者
の
数
及
び
薬
剤
遠
隔
指
導
等
の

件
数

六

特
定
処
方
箋
に
よ
り
調
剤
さ
れ
た
薬
剤
の
副
作
用
そ
の
他
の
事
由
に
よ

る
も
の
と
疑
わ
れ
る
症
状
の
発
現
状
況

七

登
録
事
業
の
実
施
状
況
に
関
す
る
事
項
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
故
障

の
た
め
事
業
が
継
続
で
き
な
い
状
況
を
含
む
。
）

（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
を
適
用
す
る
場
合
の
読
替
え
）

（
削
る
）

第
四
十
五
条

登
録
薬
局
開
設
者
が
登
録
事
業
を
行
う
場
合
に
お
け
る
医
薬
品

、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
第
十
五
条
の
十
二
、
第
十
五

条
の
十
三
及
び
第
二
百
四
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
十

五
条
の
十
二
中
「
法
第
九
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
九
条
の
三

第
一
項
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二

十
条
の
五
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む

。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
同
令
第
十
五
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号

中
「
設
備
が
あ
る
場
所
」
と
あ
る
の
は
「
設
備
が
あ
る
場
所
（
国
家
戦
略
特

別
区
域
法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
薬
剤
遠
隔
指
導
等
を
行
う
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
薬
局
内
の
場
所
）
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
法
第
九

条
の
三
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
九
条
の
三
第
二
項
（
国
家
戦
略
特
別

区
域
法
第
二
十
条
の
五
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
令
第
二
百
四
十
四
条
中
「
場
合
」
と
あ
る
の
は



「
場
合
及
び
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
二
十
条
の
五
第
十
八
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
」
と
す
る
。

（
医
師
が
交
付
す
る
特
定
処
方
箋
の
記
載
事
項
）

（
削
る
）

第
四
十
六
条

医
師
が
特
定
処
方
箋
を
交
付
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
医
師
法

施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
四
十
七
号
）
第
二
十
一
条
に
規
定

す
る
事
項
に
加
え
、
当
該
処
方
せ
ん
が
法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す

る
特
定
処
方
箋
で
あ
る
旨
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
歯
科
医
師
が
交
付
す
る
特
定
処
方
箋
の
記
載
事
項
）

（
削
る
）

第
四
十
七
条

歯
科
医
師
が
特
定
処
方
箋
を
交
付
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
歯

科
医
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
四
十
八
号
）
第
二
十
条

に
規
定
す
る
事
項
に
加
え
、
当
該
処
方
せ
ん
が
法
第
二
十
条
の
五
第
一
項
に

規
定
す
る
特
定
処
方
箋
で
あ
る
旨
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。



附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り

使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。


